
 

 

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日
受
領 

答

弁

第

一

二

〇

号 
   
 

内
閣
衆
質
二
一
一
第
一
二
〇
号 

 
 
 
 

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日 

内
閣
総
理
大
臣 

岸

田

文

雄 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

衆

議

院

議

長 
細

田

博

之 

殿 

  

衆
議
院
議
員
中
谷
一
馬
君
提
出
向
精
神
薬
に
係
る
重
複
受
診
・
重
複
投
薬
の
適
正
化
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
中
谷
一
馬
君
提
出
向
精
神
薬
に
係
る
重
複
受
診
・
重
複
投
薬
の
適
正
化
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
薬
物
の
不
正
入
手
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
麻
薬
及
び
向
精
神

薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
第
二
条
第
三
十
三
号
に
規
定
す
る
向
精
神
薬
処
方
せ
ん
を
偽
造
し
、
又
は
変

造
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
七
十
二
条
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
処
罰
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
厚
生
労
働
省

に
お
い
て
は
、
「
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
に
よ
る
偽
造
処
方
せ
ん
に
関
す
る
留
意
事
項
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
一
年
五
月
十
四
日
付

け
医
薬
企
第
六
十
一
号
・
医
薬
麻
第
七
百
四
十
七
号
厚
生
省
医
薬
安
全
局
企
画
課
長
及
び
麻
薬
課
長
連
名
通
知
）
に
よ
り
、

薬
局
、
医
療
機
関
等
に
対
し
、
偽
造
さ
れ
、
又
は
変
造
さ
れ
た
処
方
箋
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
最
寄
り
の
警

察
署
へ
通
報
す
る
と
と
も
に
、
最
寄
り
の
保
健
所
、
薬
剤
師
会
等
へ
遅
滞
な
く
情
報
提
供
を
行
い
、
被
害
拡
大
の
防
止
に
努

め
る
よ
う
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
警
察
や
地
方
厚
生
局
の
麻
薬
取
締
部
に
お
い
て
は
、
薬
局
等

か
ら
偽
造
さ
れ
、
又
は
変
造
さ
れ
た
向
精
神
薬
処
方
せ
ん
の
発
見
に
係
る
通
報
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
刑
事
事
件
と
し
て
取

り
上
げ
る
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
、
必
要
な
捜
査
を
行
う
な
ど
、
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
引



 

２ 

 

き
続
き
、
同
法
に
違
反
す
る
疑
い
の
あ
る
具
体
的
事
実
に
接
し
た
場
合
に
は
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、
厳
正
に
対
処
し
て

ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
向
精
神
薬
の
適
正
使
用
及
び
医
療
機
関
に
お
け
る
適
正
管
理
の
た
め
、

同
法
第
五
十
条
の
三
十
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
麻
薬
取
締
官
に
よ
る
薬
局
、
医
療
機
関
等
へ
の
立
入
検
査
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
際
、
御
指
摘
の
い
わ
ゆ
る
「
重
複
受
診
・
重
複
投
薬
」
へ
の
注
意
喚
起
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
向
精
神
薬
を
み
だ
り
に
譲
り
渡
す
こ
と
は
、
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
第
六
十
六
条
の
四
の
規

定
に
よ
る
処
罰
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
政
府
と
し
て
は
、
薬
物
乱
用
防
止
に
係
る
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
例

え
ば
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
な
ど
し
て
、
向
精
神
薬
を
含
む
医
薬
品
の
過
量
服
薬
の
危
険
性
に
係
る
注
意
喚
起
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
当
該
注
意
喚
起
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
「
不
正
な
転
売
」
に
つ
い
て
も
、
処

罰
の
対
象
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
周
知
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
我
が
国
に
お
け
る
向
精
神
薬
の
処
方
量
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
例
え
ば
、
国
際
連
合
国
際
麻
薬
統
制
委
員
会
が
算
出
し
、
公
表
し
て
い
る
向
精
神
薬
の
各
国
ご
と
の
消
費
量
の
デ
ー
タ



 

３ 

 

に
よ
れ
ば
、
我
が
国
の
向
精
神
薬
の
消
費
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
Ｇ
７
の
中
で
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス

及
び
イ
タ
リ
ア
と
並
ん
で
多
い
状
況
に
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
同
一
の
疾
病
で
あ
っ
て
も
国
に
よ
っ
て
社
会

的
、
文
化
的
又
は
経
済
的
な
要
因
に
よ
り
異
な
る
治
療
法
が
選
択
さ
れ
得
る
た
め
、
向
精
神
薬
の
消
費
量
に
つ
い
て
一
概
に

「
他
国
と
の
比
較
」
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
注
意
喚
起
等
の
対
策
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
向
精
神
薬
の
適

正
使
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
部
の
向
精
神
薬
に
つ
い
て
、
「
「
使
用
上
の
注
意
」
の
改
訂
に
つ
い
て
」

（
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日
付
け
薬
生
安
発
○
三
二
一
第
一
号
厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活
衛
生
局
安
全
対
策
課
長
通

知
）
に
よ
り
、
製
造
販
売
業
者
に
対
し
、
向
精
神
薬
の
添
付
文
書
の
重
要
な
基
本
的
注
意
欄
に
「
連
用
に
よ
り
薬
物
依
存
を

生
じ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
漫
然
と
し
た
継
続
投
与
に
よ
る
長
期
使
用
を
避
け
る
こ
と
。
本
剤
の
投
与
を
継
続
す
る
場
合
に

は
、
治
療
上
の
必
要
性
を
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
」
等
を
記
載
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
ほ
か
、
多
種
類
の
向
精
神
薬
を
処

方
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
診
療
報
酬
の
減
算
措
置
を
行
う
等
の
取
組
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、

今
後
も
向
精
神
薬
の
適
切
な
処
方
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 


